
【奨励賞】 

私の考える北方領土問題 

広尾町立広尾中学校 

３年 餅野宮 怜美 

 

みなさんは、北方領土問題について深く考えたことはありますか？ 

おそらく、全国的に見て「深く考えたことがある」と答える人は多くはないのではないかと思い

ます。 

私もつい最近、映画「ジョバンニの島」を見るまで、その一人でした。 

様々な感動シーンがある中で特に印象に残ったのが、寛太と純平が父親に会いたいという一心で

シベリアへと向かったシーンです。二人の叔父から父親の居場所が分かったと聞き、収容所を抜け

出して向かった二人が、父親との念願の再会を果たした瞬間は、私も胸が熱くなりました。 

また、二人とロシア人であるターニャの友情関係についても、北方領土問題とは別に学べるとこ

ろなどが多くありました。 

この「ジョバンニの島」を見て私が感じたことは、その北方領土は元島民の方々の故郷であると

同時に、そこで生まれ育ったロシアの方々の故郷でもあるのではないかということです。 

島民だった方々にとっては、いきなり訳も分からず上陸してきたロシア（ソ連）人に対して怒り

や悲しみなど、様々な感情を抱いているのではないかと思います。そんな方々の気持ちはよく分か

るし、もしそうなったら、自分は感情の収集がつかなくなってしまうと思います。 

しかし、戦後八十年経った現在では、そんな北方領土で産まれたロシア人も少なくはないと思わ

れます。もし仮に、今から元島民、その家族は北方領土に帰ることが出来るが、その代わりに今住

んでいるロシア人は、本土へ戻れというようなことになれば、今住んでいる人々の反感をたくさん

買ってしまうことでしょう。 

北方領土は、今回見た「ジョバンニの島」で描かれたものだけでも、自然の景色がすごく綺麗で

素敵だと感じました。私は、きっとあの色丹島の景色だけでなく、他の択捉島、歯舞群島、国後島

にも、もっと素晴らしい景色があるのではないのだろうかと、そして、そんな美しい景色や、色々

なものを完全に失ってほしくはないし、失ってはいけないものだと思っています。 

したがって、私は次のような解決策を提案します。 

「お互いに、北方領土と本土を自由に行き来することができる。また、日本人とロシア人が同じ

島の中に住むことも可能とする。」 

このような双方の対立の強い考え方を無くし、どちらにとってもメリットのある策を作ること、

なおかつ、それを実現できる社会や関係性を築いていくことが、現在の北方領土問題にとって大切

なことなのではないかと私は思います。 

冒頭で述べたように、この北方領土問題については、まだまだ知らないという人が大勢いるかも

しれません。しかし、戦後八十年という節目の年にあたる今年こそ、北方領土問題について考える

良い機会になるのではないでしょうか。 

 


